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匡歪盃E
野球におけるパットの質量・重心位置が打撃に及ぼす影響'

前田正登.

Effect of Mass and Position of Center of Gravity of a Baseball Bat on 

Hitting Performance t 

Masato MAEDA. 

Abstracl 

Thc pu巾oseof this sludy was 10 invc以igateIh巴ヒ仔ヒCIof thc mass and position of thc 

centcr of gravity of a bascball bm 00 its hitling pcrfonnancc. Twclvc skillcd bascball playcrs 

were used in the study. A bat was developed for which the mass (869.2 -912.4 g) and 

伊sitionof center of gravily (30.1 -32.8 cm : the distance fl冊mbat head) could be adjusled 

10 Ihis experimem nine di佐でntsclungs for tre p。引liOI1of 【hecenter of gmvily and the masち

were used. Thc m臥ionof the bat during s刷 ngswas analyzed by the Ihでe-dimensionaJdi陀u

linear transfonnation melh剖 using1"'0 camCl3S. and kine日lalicd:lta were calculated for the 

moment of impacl of the 001 with thc ball and also for [hc ent四 hiningprocess. The main 

πsuhs a陀 summarizcdぉ follows

I)刊ehead velocily wa芯grcalerwhen Ihe sut羽eclsswung a b山 ballbal wi巾 lhecenler of 

mass located near the grip than when they swung another bωeball bat with Ihe center of 

mass located far frorn the grip 

2) For all the baseball players. Ihe bat's mass did nOI affecl the head町 locityof the bat at 

ImpaCI 

3) The head velocity was grαIler when Ihe subjects swung a basebal1 bat wilh a largcr 

mornent of inertia about Ihe axis passing through the grip than when thcy swung another 

base加11bal with a srnaJ1er momenl of inertia 

4) In SQme cases. the mass of the bat had a 5ignificam innuence on the angular 四locilYon 

impact for a player who had a translalional swing. ln this case. the characteristic of thc 

swing Iypc was shown to atTcct hitling pcrformance 

When ch田 singa suilable bm for each player. the swing 叫1eof the player nceds 10 be 

considered. This finding s凶ggeslsthat when charactcrizing bats. nOI only should Ihe mass 

of the bat and the p偶 itionof its center of gra、itybe used as index田 butal抽 themoment of 
l田口ia.which凶陀latedto Ihe grip of Ihe bat. should be ernployed 

Key worc危 BascballBat. Bat Swing. P，。叫ionofCcllIcr of Gr.lVity of Bat. Ma路 ofBal 

'民{縞宅~f.t 2噛 年9川 16日
.神戸大学 〒ω7-8501 民凶叫L神戸市選l玄鍋1]13-11 
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1 帽 冨

野球における打祭は 投手の手を離れてホー

ムペ ス上まで飛来してくるポールを打つこと

であり 約 0.6秒間lト"という憎めて短時間に

行われる勤"でもある そのため打壊に蕗響

を及ぼすと考えられる盟国は多く それらは多

盛多臨である

パットの物理的特性も打懇にt草野すると巧え

られる盟国の一つであり，パγトの物理的特性

が打惣にどのような蕗曹を及ぼしているのかを

検討することは それぞれの選手に適したバッ

トを示すことを可能にし 打鯵技術の向上に大

きく貢献することが則持できる

村凹"はパットのヘッ ドスピ ドに及ぼす

聾悶を体絡がJ盛岡.体力的~岡パットの量!誌

などからなる 11JJ!円白亜["1M分析によって検

討した結朱 パットの亜l，iはヘッドスピードに
揺曹するとした 前旧"も.パットの質祉やm
心位白がパットのヘッド速度1=影響することを

紺告しているしかし，これらは素駈りやティー

パッティングなどで行った実験であり 飛来し

てくるポールを打つスイングを評価しているわ

けではない 一一 1J.K償 nigel alωはパットの物
理的特性的 lつeある慣性モーメントがスイン
グスピードに及ぼす出曹を ティーパッティン

グ時だけでなく世旅ポ ルによる打寧時につい

ても検討している しかし これらほとんどの

被験針で控時ボ ルの打叡時のほうがスイング

スピードが遅いものの スピード低下回度合い

は被験者間で異なり 逆に速くなっている場合

もあったと報告している 野球の打按は 前方

から瓜来してくるポールに対して行われるもの

であり fポールへの対応j を想定していない

研究では パットの物理的特性が打祭に及ぽす

~容を理解することは困媛であろう

平野川立。バット町出動を並進運動と同転車

動に分けて!烈帥手?と木烈融再の打雪言動作の追

いについて瞳吋し，インパクト付近で訓帥吉田

パット蛙進速庄が~\i敏に大きくなっているの

は。 スイングをしながらも吋てるという動きを

しているためであることを報告している また

占抗剖は。打恕位低と打球連庄の関係を並進的

パッティングと回転的パッティングに分けて計

算により比較世間している さらに， sahill & 

Kama胤♂は円 γトの重吐とスイングスピ ド

との関係をパットの運動ヱネルギーの制点から

瞳討しているがパッ 卜重量目変化に対するス

イングスピードの変化パターンは選手によって

iもなるととを桁摘している =れらのように

スイングにも犠々なタイプがあると勾えられ

パットからの出曹の畳け方はスイングタイプに

よって見なることが予想される

本研究では パットの物理的特性として質吐

と亜心位置という 2つの要因を学げ これら 2

つの特性が前方から飛来するボ ルを打繋する

障のバットのヘッド速度や角速度にどのような

揺響を此ぽすかをゆlらかにするとともに スイ

ングタイプがJ(なる場合 これら 2つの特性が
どのように器轡するのかについて脆討するもの

である

2 研究方法

2. 1 被瞳者

被験者同大学硬式野球部に所属する選手J2

名とした Tablelに被験者の身晶体重手

の横幅(手を握った状態で 第 2rf'予骨頂の心

外醐方への突IU ，'~.-;.か ~m5 ・1 ・下付耳!の品外側方

への突1.1.¥1.'.1までの距離)を示す なお.世監r，.

の'1'に両打ちの直子が 1f，いたがl 主草食はすべ

1rable I I'h山由1charaCler・"回and阻陀eror baseball in 釦bjぽ~

Widlh of CanJCr 01' 
Ilcight Wcight palm -;;':;'b'aii 
(cm) (kg) (cm) {y同}

SubjeclS li5.7全5.4 il.2t-4.G 8.'1金0.3 11.5c全1.5
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r 岡 山 田

"Ncar~ 伊引uon

Fl島 ConSlructio日 日rIhe measuring bat 

Table 2 Selsofchar祖国erislicsror measuring bats 

M11絹 130511，on of CEnter of MoHmUretn，ZEtSof MomEntEt12 o『
wcight'会 gmvlty張 incrti，¥' incrl 

(~ {cml {cml (kg.m官} (kg'm!) 

LN L..ght ::!"" 8G9.2 32.0 32.8 0.0439 0.222 

L恥4 ι.，' 主!;o似た 869.2 23.0 31.3 0.0442 0.235 

LF ι町，. E.~r 869.2 1G.O 30.3 0.0459 0.245 

MN 必“Idk t!.'，，， 駅間2 :12.0 32.8 0.0437 0.227 

恥1M 必出e必'". 890.2 23.0 31.2 0.0441 0.240 

恥.. ;!l'刷'k t:，1N" 8ゆ0.2 lG.O 30.1 0.0460 0.251 

HN U明 t!.'，，， 912.4 32.0 32.7 0.0433 O.:!32 

HM  町四 912.4 23.0 31.3 0.0442 0.244 

HF l!w'y か 912.<1 16.0 30.2 O.04G8 0.256 

涼 J)istan曲 fromhc白d

~ MomcnLof inert.ia 111同utccntcr of gravity 

Momcnt of incrtia a加叫 8田 ntJmet.ers凹，，'剛1frolll knob 

(;Ij打ち町子われたまた被験行には実験内 パットの'lH止を 869.2g.8凶 2g.912.4gの3締

容を寸分に説明し.同意を得た上で主駐を実施 期 (Lighl. Middle. Heavy) 錘をヘッドから

した l6cm. 23cm. 32cmの3柿頼回同定位む (Far

2. 2 測定周パット

棚定用パットは iIi販の木製パットを基にし

ており パット内部での腫の固定位由民び錘

の輔煎(町五D を宜史することによ り パッ

ト全体由貿-:;1と重心位世を任意に設定できる
構造にな っている(日g.l).Koenigetalωや

Fleisig et al剛がmいたパッ 卜ではパットのグ
リップ端またはヘッド端に錘を取り付けるなど

パットによって外観が異なっているが 本研究

の間定/tJパットは全体の自由や重iし、位白を変

化させても外闘が定わることはなく 被駐占

がパットについて副覚的な先入副を持つこと

はない 本研究では Table2に吊すように

Middle， Near グリップ倒からの意)に変化さ

せ それぞれの特性を組み合わせて9岨聞の

パッ トを設定した(以佳 .kightで輔の位置を

far に設定したパットをLF 且，eavyで錘の位置

を ~ear に設定したバッ トを HN 白ように表記

する} これら制定)IJパッ トの目~;1 とIfI 'L'位惜

の設ムEは 本研究の結処の適)IJ範聞を恕定して

i且市JIIいられている木製パッ卜，，'の範出内とし

たなお。Table2には軍心位位まわりのtn性モー
メントのほか 選手がパットを控る位世での掛

りやすさという臨点から グリップエンドから

8cmの位阻まわりの慣性モ メント〈以後 グ

リップまわりの似性モーメントとする)も算出

して吊している
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2. 3 実轄方，去 リップの位白陸時0)時fli]盆化からバット角直

世験計には 正焼のバ ッタ ボック ス の時IIIJ変化を求め時川間分してパットの角速

(I.829m X 1.219m)内で試合と|司じように 度を昨日iした

捕えさせ 被験おの左}iII'Jから飛来してく る また投球された打隼直前田ポールの移動は

ボル(スポンジ製)を打惨させたポル 水平面(本研究では'Y平面)内では と手速運

はホムペスから 4m離れた地点からド下 動であると且なし 113叩秒ごとの控球された

投げで投げた この時ストライクゾン全般 ボルとパットのf~世間係からパットとボ

にポルを散らすために コ スをランダムに ルが衝挺したとJ量定される時刻lを『何りil¥し イ
控げ分けた また トスされるボル由貿にで ンパクト時刻とした

きるだけ韮)'4が出ないよう本尖験をi画して同じ 缶肱融行のスイングごとにp インパク 卜時の

r..がポールを世げた ヘッド速度並びパットの角速躍を求めた

投f1tコースをランダムとしたため 打匁のI!!I

教はパット 1傾額につき 30回とした パット 2. 5 統計担理

は Table2に示した9柑額とし 俗世験11にお パットの質111&び弔心位置の迎いによるパッ

けるパットの腫額の順需はランダムとした な ト速度目是見を位討するために雄η返しのあ

お被験自にはバッ 卜の睡凱を変えるWlに1分 る=正配置分散分断を川いた また.全ての鮮

な休息をとらせた 問に有立韮があるとは限らないので。どの昨WI
世験者田打祭動作を.2台のCCOカメヨ にH.tl:遣があるのかを調べるために多重比較肱
(SONY制限)によって回H，で拙詳し.3止元 定を行った なお。船出の統計処理はすべて

位位計測告白QuickMAG (応用計測耐究所)を 5%を有志水準と した

mいてパットのヘッド捕とグリ ップt閣の2ヵ
所に取り付けた棚定川マーカ-11<.びポールの計

3.'.'5.の位i置を 3玖:正座標データとして胡Jiごし，

パーソナルコンピュータに取り込んだ本制定

における標準誤差は x軸(被験貯の左右方向)

]は25，印m】 y軸 (植験J押7の"耐iJt佳主}jlド"刷1
軸{世験J汗?のi下j占'jli，川1リJ)'0.57冗，mであつた

2.4 分析方，圭ー測定項目

11十糊された3次元康保データには マーカー

が隠れたり見えなくなったりすることにより欠

制部分が生じていたため 3次スプライン閑散

を川いてデータを補!日lし その桂 Butterwonh

型ローパスデジタルフィルタにより 6Hzで軍

硝化した さらに 打寧時刻をより同世に特に

するために平滑化された 3次疋鹿際デタを

3止スプライン閑散を川いて補UIJし 見かけ上

のデータ散を3曲H，に用やした12)

各被験x.のスイングごとに 制定されたバッ
トのヘッドの位低厳原町変化を時t:¥H数分し。
ヘッド連肢を拝il¥するとともに.ヘッドとグ

3 詰 果

3. 1 パッ トの物理的特性とヘ ッド速度。角

速度との関保

J苫返された目{Il及び現心佐世田パッ トに聞
して!インパクト時のパットのヘッド速度を

日g.2aに インパク 卜時のパッ ト目角速度を

日g.2bに示す 図では。全世験計のスイングに

おける平均値とともに悼惜偏是も示している

また Table3に全被験}j'のスイングにおける

インパクト時のパットのヘッド速度とノミットの

角速度.且ぴ各被験段におけるそれらの平均怖

を示すなお。 Table3の品世験討におけるふ

均値として示されている mean及びsoは 匝
験行ごとに~山された mean&び so を平向 し

た備である

パッ トのへッド連庄が肢も高かったのは HN

(!ieavy. !:!ear)のときで 28.4土 1.8mls 肢も

低かったのは LF<!，ight. Ear)のときで27.7土

1.6 mlsであった また全被験者におけるイ

ンパクト時のパットのヘッド速度は 各匝験計
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" 口同jht .M凶融 ロト絶叫
昨 F"_.OI)

""""幽幽凶血、r 組曲虫岨ι」
32 一

" 
22 

同町 F.. 

Fig.2a Ef干ectof bat charncteristics 10 head 、..elocity
32 ロUght.Midd旭 ロ砂4・..，

28 

20 

" 同 Middle Filr 

Fig.2b ElTect or bat cha四cter回 ics10 angular 刊 lぽ ity

のヘッド速度目平均値と同特リ主の値であるが Middleや N，，，が Middleよ りも Nearが有意

際市偏JEは各被験苛の平均伯よりも全被験者に に;-:-:iい値を示G.m心位世がグリ ップ市りの
おける色底的ほうが大きい鮎瓜であった 一方 パットを聞いたほうがヘッド述出は両い結*で

パットのj(Ji主位が以も川かったのは LM (!，.ight あった ーカ パットの角速度は バットの質

Middle)のときで24.7:i: 2.4 radls 以も低かっ 祉にもmJL'位世にも器轡を畳けることが認めら

たのは HM (!:!eavy. Middle)のときで 24.0土 2.3 れなかった(日g.2b)

悶d1， であり インパクト時のパットの1'，速度 次にスイングタイプによってパットの特性

も 各被験計でのばらつきよりも全被験おでの が打態に且ぽす出響が見なるのかを倹討するた

ぱらつきのほうが大きい鮎*であった めに各被験者のスイングをインパク ト時にお

Fig.2aのとおり。パットのヘッド辿庄はパツ けるパットのIfJiili直を革推に凱}J1Jした すなわ
トの!'l祉に出響を畳けることはなかったもの ち。角速度由大きい被験.-X-4.t1をGro叩l 小
町パッ トの量化、位世にl到してはF"よりも さい被験者4名をGroup3，そのqql1Jの世験抗
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Tablc3 11佃 d叫 ocityof bal and angular ¥，，，1凹 1)'In the swIngs of all 釦 bjecl~and th刷ran"同包esin四油相bject

I-Iead vclocIly (m/s) Angu!ar vel田 ity(radls) 

." Swings of Average in Swings of Avcrage in 

1111自ubj舵" 剖，h白u同副t aJl subj舵" 削，h印刷ect.
mcan 8.1) 1llC<ln S.D mean 8，1) mCill1 8，1) 

LN 28.3 1.9 28.4 0.8 21¥.1 2.(; 24.3 1.6 

LM 28.4 l.i 28.5 0.7 24.7 2.4 24.7 1.4 

LF 27.7 1.6 27.8 0.8 24.3 2.3 24.3 1.5 

MN 28.5 L7 28.5 0.8 24.4 2.'1 24.5 1.5 
MM  28.3 l.!} 28.4 0.9 21¥.3 2.8 24.4 L7 

恥川lF 27.8 1.6 27.9 0.8 2-1.0 2.5 2-1.2 1.6 

HN 28.4 1.8 28.(; 。7 24.4 2.8 24.5 1.4 

H恥4 28.0 1.9 28.1 0.7 24.0 2.3 21¥.1 1.4 

HF 27.7 1.7 27.8 0.9 21¥.0 2.u 24.1 1.5 

Table 4 Angular叫舵ityor bat， head ¥'eI聞Iyand Iheir ralIo in each group 

Avenlgouulaty r llead 
Croup velocity ratlO 

(rnd'.-;) (mJ，) 

G町 up1 n=<l 26.1:!:1.9 2VJ)士1.1 。開

Group 2 11=4 24.7::1.6 28.7:i:.1.8 。出

Group 3 n=4 22.3=2.2 26.S:!: 1.4 0.8.3 

をGroup2として 3グループに分け.グループ

ごとにパット町民-;.1と屯心位置が打祭に及ぼす

w曹を抽Nした (Table4) 
各グル プにおけるバッ卜の屯Aじ位置並び

質i立がヘッド連世に且ぽす出響を Table5a&. 

TJ. Fig.3a "-Fig.3cに パットの角速度に並ぽ

す出容を Tablc5b及び Fig.4a.......日g岨 に有

立iEが認められたものについてそれぞれ示す
Fig.3a .......日g.3cIこJ了、すように 童心位世田型囚

として Grouplでは Middleよりも Near.Far 

よりも Middle. Farよりも N，，，，が有意にヘッ

ド速度が向く Group2及びG剛 p3で陪 いず

れも F"よりも Middle.F.訂よりも N叩 が有志

にヘッドi生庄が両かった また 賀市型囚とし
てはいずれのグループにおいてもイLilな韮が認

められず.白日聾同がヘッド速度に出響してい

なかった 一方 Fig拍 ---Fig・剖 白角速度に

ついてみると 重心位置車問としてGrouplで

は F"よりも Nmが Group2では F"よりも

Middte. Farよりも Nearがイf.!J:Iこ向い値を示し

たが Group3では有量な関係が認められなかっ

た また 質拍車固としては Group2において

Lighlよりも Middle. Heavyよりも Middlcカt有

意に品い怖を示し Group3では Heavyよりも

Lighl b~有意に高い値を示したが Grouplにお

いてはイIBな関係が認められなかった

3. 2 パッ トの慣性モ メントとインパクト

時のヘッド連11&ぴ角速度の関係
Tablc2に示すように 本研究では川ット白

亜心位悶且ぴ民品にl閉して設定を変えたため

m心まわりのぜi性モ メントもそれぞれのパッ
トで1'(なる値となる さらにパットを掛った

ときの両手Ii日をスイング時白川ツトの回転軸と

想定し，グリップまわりの慣性モーメントを却

出した (TabJe2) 設定した9極額の欄J.EJllパッ
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Table 5a E町民tof bal mass and Ihe白 川 町 orgra¥'jly 10 h帥 d¥'el舵i1y

Center of GravIty Mass 

Near > Middle *合 L阻ht Midd!e ns 

Group1 Middle > Far 1働. Middle Heavy "' 
Near > Far light Heavy 

"' Near Middle ns light Middle ns 

Group2 Middle > Far ..・ Middle Heavy "' 
Near > Far Light Heavy 

"' Near MiddJe tlS Light Middle ns 

Group3 Middle > Far Middle Heavy "' 
Near > Far 1・1・L唱ht Heavy "' 

""":11<0.01，・11<0.05

'" ロL困M・M嗣..ロH... " N・-*._.01)

" 
出血幽出血"--;~ー必幽血且且」

一

24 

2 

陶""'. f首

Fig.3a E作'ectof theαnter of gra¥'ily of bal 10 head 、叫ocity(G町 up1) 

'" 司t切M ・w・"，.ロト..."，
rlea~Far __ Ol) 

" 
「一』画面孟叫

一

24 

22 

出 ar Middle rar 

Fig.3b E汀'~t of the center of gra¥'ity of bat 10 head ¥"elocity (Group 2) 
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M ロUght .削除対陶 ロP句..，
，、'ear>Fa.!I><O.C'l 

" 
~幽血且ι」

一

2刈
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Fig.3c EfTe<:1 of th.. center of gra吋Iyof bat 10 head ¥1，'locily (G問 up3) 

Table 5b EfTect of bal mass and Ihe“nler ofg同町Iy10 angular 時 locity
Center of Gravitl Mass 

Near Middle ns light Midd陣内町

Group1 M・ddle F" "' 
Middle Heavy ns 

Near > Far 1・ Light Heavy ns 

Near Middle n!; Light < Midd梅宮
Group2 Middle > Far 1働舎 Middle > Heavy 合金

Near > Far L抱M Heavy ns 

Near Middle ns light Middle ns 

Grou，ρ3 Middle F" '" Middle Heavy ns 
Near F" 同 Light > Heavy 

金金1><0.01・p<0.05

" 司t勾抑1・MiddleロHuvy
同市内

一
『

一
" 
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2
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Fig.4a EfTecl of Ihe聞 lterof gnn'ily of bat 10叩 gularn'l田町 (Group1) 



スポツ1i1l'i学研究 VoLl9.NO.2 (2曲9).91 -103 

" 。l ea "， F・ '~.C'J
回t切M ・""..ロト.. "" 

「ー」岨E盃函亙弓

一28 

羽

" N開 "'泊e ，，， 
Fig.4b EITe4;t of theαnler of gravily of bat 10 angular叫伎町 (G，刷P2) 

" 

28 

初

" 

ロ州制刷出 口，.，

出 M唱曲岡崎"'融時間目的

一 一

Lighl 嗣 d槍 Ho叫

Fig.4c ElTect oflhe bal mass 10 angular H..locIly (C四叩2)

99 

トでは グリ ップまわりの削性モーメントの大 クト時のパットのヘッド速度との聞係を Fig.5a

きさの聞は重心まわりのそれとはj'，なり 似が に インパクト時のパットの角速度との山係を

大きいほうから HF>MF>LF>HM>MM>LM>HN Fig.Sbに示す

>MN>LNの酷であった つまり。 本実験の捌 グリップまわりの1首相モーメントとインパク
正!IIパットでは錘の位置を変えずにその貿祉 ト時のパットのヘッド速度との1111には有意な

を変えるよりも錘の買祉を変えずにその位出を ぬの相1瑚 (~- O.853 'p<O.05)が認められたが。

宜えるほうがグリップまわりの慣性モーメント パットの1'1述院との問には有意な相間関係は認

を大きく控えることになり パットのn11.~の設

定を変えたことより車心位世田設定を変えたこ

とのほうが グリップまわりの慣性モーメント

められなかった

4 考 察

に此ぽす持容がより大きかったと百える 4. ， 打gに軒曹を及ぼすパットの特性
グリ ップまわりのぜl性モ メン卜とインパ 本研究では測定問バットに通常佐川されてい
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Fig.4d ElTect of the bal mass 10 angular H，'locity (G町up3) 

る範囲で9踊舶の特性を設定し 外見ではわか

らないようにパットの特性の設泌をその都度変

直して主駐を行った そのため 粧験者は設定

されたパッ卜の特世にl瑚して先入観を持つこと

がなく 本研究の結思は現主的なパット選択の

状耐に近い設定としたものの その設定範囲が

先行研究ω"剛と比挫するとかなり狭い範囲に
なっており この限られた範聞内においてバッ

トの物型的特性が打悠に及ぼす器響を検討する

ことになる

Fig.2aのように。インパクトltyのパットの

ヘッド速度はハットの軍心佐世に揺稗を畳け

軍心位指がグリップに近いほどヘッド述庄は大

きくなる傾向が認められたがバットの質虫に

よる謡界は認められなかった )j インパク

ト叫のパッ卜の1'1速度はパット町亜心位l丘町変
!!!:による搭轡も質fdの変更による搭響も認めら
れなかった

野球の熟紬占においては.パットをポールに

舷~に当てるためにインパク卜直前のヘッドi車

肢は官、揖に)cきくなるηと柑告されているよう

に インパクト時のパットは相対的に並進運動

の制合が大きくなっているものと推聾される

つまり パットの車心位置¢走車はスイング全

体を過してパットの阿転車到と並避迎動の双方

に出響をうえている可能性があるものの 本耐

究ではインパクト時についての検討であったた

めに 揺轡の有佳が比較的顕著にわかるインパ

クト時のパ、ノトのヘ、ノド辿度のみに布意な韮が

認められたものと考えられる

Tahle3 の結~からパット由設定ごとにパッ

トのヘッド述直や'"連出の標準偏差をみると

いずれの設躍においても全被験おによる陪準偏

差のほうが各被験者の開増幅庄の平均倣よりも

大きいことがわかる これには各世験者|川町

長。つまり被験荷白スイングタイプが鈍なるこ

とが即因しているものとも考えられt詰る そこ
で止に 植験者をスイングタイプ別に分け ス

イングタイプごとに円ツトの特性の搭響を検討

する

既に明らかなように ~被験計によるパット

の1'1速度は パットの特性の変更による揺響が
認められなかった つまり 各被験おにおける

パットの角速度は。その世験古のスイングタイ

プを規定するひとつの指標となり得ると考え

られる そこで 12名目植験占のうち パット

の向述肢が大きい選手4名 (GroupI)と。小

さい直下4名 (Group3). &.びその中間の選干

(Group2) とスイング速度で分け (Table4)

これら 3グル プを比較することにより 遣す

のスイノグタイプによって パットの特性から

畳ける出響が見なるのかを脆討した
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各0，山pにおいて 弔心位置及び貿i止の耳E

Eがパットのヘッド速度に並ぽす事轡は敏駐在

全体としての傾向と同惜の結果であったが

パットのj(Ji主位に此ぽす$曹は見なっていた

Grouplの No"，よりも F"のほうが Orou悼 の

Nearや Middleよりも F"のほうがパットの角

速肢がイIむによきい枯x:は パット車心位也

をグリ ップ?fりに宜貞したことがパットの角

速度に器響を並ぼした鮎*であり Group2の

Heavyよりも Middleのほうが 0，山p3の Heavy

よりも Lightのほうがパットの1'1辿出が有宜に

大きい鮎民は パット質踏を小さく変直したこ

とがバットの角速度に出容を及ぼした結果とい

える また Table4に示されるように各Oroup

山田ヘッド述位に封する1'1連山町制合13)，ま.

0，刷P1. Group2. G問 "p3の舶に干r:l.'iに小さい

1財保があり Group3の世験おは Grouplの被験

占よりも並進的なスイング様式であると考えら

れる Fig.4cやFig.4dのように並進運動の訓合

が比較的自白いGroupにおいて パット賀市町

変更がパッ トの角速度に帯響を及ぼしたのは

このような彼融行のスイングタイプの迎いに起

凶していると考えられる
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4. 2 パットの慣性モ メントが打掌にEぽ

す艶曹

パット町出性モーメン卜陪 パットの質量

m心位置などで規定される物理的なパラメ タ
の一つであり スイングの際にはパットの童心

位世とはy(なる位出を極るため パットの質町

並び重心位世が打者健に与える搭響を検討するに

は グリップ位置まわりの的性モ メントと打

怒との附係を明らかにすることが非市に有効と

なるであろう

日g.5aに示したパットのグリ ップまわりの慣

性モーメン卜とパットのヘッド連度のIIlJには

有意なnの相聞(ロ 0.853 : p<O.OS)が認、め
られた このパットの慣性モーメントが大きく

なるとパットのヘッド速度が小さ〈なる急1;*

は パットの慣性モーメントに閲する定義は見

なるものの Koeniget alωの報告と同様の結果で

あったしかし.Fig.Sbに不したパットのグリッ

プまわりの慣性モーメン卜とパットの1'，速度の

問には1 イI立な|問悟が認められなかった これ

らの砧*は Fleisig ct 111剛の報告と一銭してお

り Fig.2bで示したパットの特性田打怒への揺

轡の分締結集とも一銭している つまり。バッ

トの1'，速度には、質 .~もm心位置も有意な搭響

を及ぼし Cおらずぜi性モーメン卜との問にも

有意なl副院はないものの パットのヘッド速度

にはm心佐世が有立な器管を及ぼしており 慣
性モ メン卜との聞に有意な相関関係があるこ

とが明らかになった

本研究の投与どでは9睡凱の欄:.E問パットのグ

リップまわりの慣性モ メントのAきさの舶

は HF>MF>LF>HM>MM>LM>HN>MN>LNで

あった (Table2) つまり グリップまわりの

ifI性モーメントの値に及ぼす世響はパット貿祉

の変化よりもパットの軍心位置の変化の}jが);;

きかったと， ，える 日g.2aのようにパット質量

の主化に対して布草な搭響が認められず パッ

トの重心位世田変化に対しては有立な謡轡が認

められたのは!このような制定パットに挿入し

た蝿の設定川隔の庄が阪凶しているので回ない

かとも考えられ得る

本研究は、パット Q)物理的特性が打者芦にどの

ような出響を与えているのかを明らかにするた

めに.百t，tと重心位置という二つの藍闘にお円
してインパクト昨のバットのヘッド速度並び1(/

速直に及ぼす躍轡を検討した 村田川やl羽田"

Bahi1l & Karnavas91はパットの質!.1が円ットの
ヘッドスピードに器轡を及ぼすと報告している

が。本研究ではパット由貿日がインパク卜時の

パットのヘッド速度及び角速度に出響を及ぼす

とは認められなかった しかし，パットの質量

と重心位置などによって決まる慣性モ メント

値がインパクト時のパットのヘッド速度に器曹

を及ぼしていることが認められたことから

パットを選ぷ院の目安として世米のようにパッ

ト由貿l止やifi'L'、位置だけでなく 慣性モーメン

ト備もその指標となり件ることが示唖された

5 蹴 括

本研究では パットの質:;1.&び車む位白が前

方から飛来するボール1=対してパットのヘッド

速度や#Ii生直にどのように搭轡を止ぼしてい

るのかを 3舗矧の質量 (869.2"'-912.4g) と3

組組の童心位凶(ヘッドからの距離が 30.1---

32.8cm)に品定できるがl]tEJIIパットを佐川し.

3次元動作解析ンステムにより分析 ー検討し

た

その結民 以下のことが明らかになった

①インパクト昨のヘッド述庄は 軍心位訟がグ

リップに近いパットを川lいた時の日うが E 

七位由がグリップから遣いパットを聞いた時

よりもAきかった

②被験者全体としては パットの質量はインパ

クト時のヘッド辿度に{j茸な出曹を此ぽして

いなかった

@インパク ト時のヘッド速度は グリップまわ

りの的性モ メントが大きいパットを川いた

時のほうが グリップまわりの慣性モ メン

トが小さいパットを川いた時よりも小さかっ

た

@バッ トの角速度が小さい被験者では。パッ

トの質!立がインパク卜時のパットの1'，速度に
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イi.iJ:な出停を及ぼしたと組められる場合があ

り スイングタイプが見なると出轡される特

性も見なることがあることがZ、された

偽選手に適したパットを選ぶ際は 週手それ

ぞれのスイング餓式を身岨すること また 世

米のように質量やm心位恒だけで判断するので
はなく 掘り位置まわりの慣性モーメントも指

僚となり出ることが示喧された

なおみ研究では9樋l!i由貿lil 血i心位置に
jl!t;q，;:できる測定川パy トを山川しての結朱であ

り ねられた知見はそれらの品正範囲を超えて

は適聞できない可能性があることを時まえてお

く必躍がある
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